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１ 
 

監査の概要 
 
１ 監査等の目的 

 
篠栗町監査基準の規定により、事務の執行及び経営に係る事業の管理が法令に適合し、正確で、

最少の経費で最大の効果を挙げるようにし、その組織及び運営の合理化に努めているか監査する
ことを目的としています。 

 
 
２ 監査等の種類 

 
定期工事監査（財務監査、行政監査） 

 
地方自治法第１９９条第１項、第２項及び第４項に基づく監査 

 
 
３ 監査等の対象 

 
（１）担当課が令和４年度に執行した工事全般から抽出した１５件 
 
（２）監査対象の課 

 
財産活用課 健康課 社会教育課 産業観光課 都市整備課 上下水道課  
こども育成課 学校教育課  

 
 
４ 監査等の着眼点 

 
（１）対象工事の有効性 
 
（２）対象工事の各計画、設計、施工等の各段階における合法性・効率性・適正性から見た執

行状況 
 
 
５ 監査等の実施内容 

 
各担当課に、３００万円以上の工事の箇所別調書を提出させた。内訳は、社会教育課２件、こ

ども育成課２件、上下水道課８件、都市整備課１４件、健康課２件、学校教育課３件、産業観光
課４件（うち令和３年度から繰越しされた工事が３件）、財産活用課２件で合計３７件である。 
このうち、工事額・変更額・請負業者・工事内容などを考慮して、１５件（社会教育課１件、

こども育成課２件、上下水道課４件、都市整備課４件、健康課１件、学校教育課１件、産業観光
課１件、財産活用課１件）を抽出して工事関連資料の提出を求め、この資料の精査及び現地調査
を実施しました。 

 
 

６ 監査等の実施期間 
 

令和５年４月２６日 ～ ５月３１日 
（現地調査は５月２２日） 

 
 
７ 監査等の結果 

 
２ページ以降に掲載 



 

２ 
 

監査の結果 
 
第１ 全般 
 
（意見） 
 
（１）計画  

全般的に、有効性が認められる適正な計画に基づいて、工事が行われている。 
 
（２）設計変更等 

３７件中、増額変更は２１件（変更契約率５６．８％）となっており、設計段階で確実に現
場確認などを行っていれば、変更を回避できるケースも存在するように思われます。(変更率 
Ｒ１年８１．３％ Ｒ２年３７．８％ Ｒ３年４１．２％) 

しかし、設計後予期しなかった事項が生じることなどから、必要な変更は、すべきであると
考えられるが、増額変更は、新たな予算の確保が必要となり、財政ひっ迫の要因となりますの
で、変更を最小限に抑えるためには、今後も入念な事前調査や厳格な設計が不可欠です。 

施工中には、気象状況や地下の土壌や岩盤の出現など、予期せぬ事態が発生する可能性があ
ります。そのため、必要な契約変更は、適切かつ適時に行うよう努められたい。 

 
 
第２ 意見 
 
〔共通事項〕 
 
１ 工事の業務支援、実施体制の見直し（財政課、財産活用課） 
 

工事入札による請負契約の相手方を決める場合は、財政課が入札、契約、検査を担当し、入札
案件の設計委託や施設整備に係る設計支援は、財産活用課が行っている。 
入札によらない行為の場合は、発注課が設計や工事の執行及び監理を担当しています。  
しかし、発注課には、建設技術や契約事務に関する知識が不足している事務系職員が担当する

ケースがあり、設計施工の監理が不十分である可能性もあります。 
このため、令和４年度には、新たに財産活用課が設置され、専門職２名体制で積極的な支援を

行っている。 
 

設計支援は２年目に入りましたが、現在の課題を明確に洗い出し、より効果的な支援体制の構
築を進められたい。例えば、設計プロセスの改善や情報共有の強化など、具体的な施策も検討さ
れたい。 
また、各種補助金を積極的に活用し、最適な施設管理の在り方を見つけることを期待します。

補助金の申請方法や条件についても把握し、適切なタイミングで申請手続きを進めることが重要
です。これらの取り組みによって、より効率的かつ持続可能な施設管理が実現されることを期待
します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

３ 
 

［各 課］ 

 

１ 都市整備課 

 

（１）乙犬地区１７号線側溝整備工事  

 

【１】工事の経緯 

乙犬区千代田団地内の開発当時に設置され、側溝の老朽化による破損や排水不良を再整備

し、安全な道路環境を持続させるための事業で、継続事業として実施している。  

   

乙犬地区１７号線側溝整備工事 

請 負 業 者 （株）土屋組 

発 注 方 式 ６者指名競争入札 

契約額（最終） 

契約額（当初） 

６，６２５，３００円 

６，９３０，０００円 

落 札 率 ９８．５％ 

概 要 側溝工 １２７．０ｍ 

 

【２】指摘・指導事項  

特に指摘・指導する事項は、認められなかった。 

 

【３】意見・要望 

今後、約３～４年程度の残事業量である未整備箇所が残っているため、早期の完成を目指

されたい。 

また、道路の維持補修・側溝整備等については、道路や周辺の家屋への冠水、浸水被害を

防止する重大な整備事業なので、継続的な取り組みが求められるため、明確な基準に基づき、

毎年度の予算執行に当たられたい。 

 

  



 

４ 
 

（２）和田津波黒線外道路舗装補修工事 

 

【１】工事の経緯 

和田津波黒線外４か所の町道において、路面の損傷や経年劣化によりひび割れ・わだち等

が発生しており、行政区からの要望や道路パトロールによる報告などにより、道路交通に影

響を及ぼしている箇所の舗装補修事業を行ったものです。この事業は、通行車両等の安全確

保のため補修効果が大いにあったと考えます。 

また、一定区間を面的に整備することにより、より安定した通行が可能となることが確認

されました。 

 

和田津波黒線外道路舗装補修工事 

請 負 業 者 （株）ＩＮＯＵＥコーポレーション 

発 注 方 式 ４者指名競争入札 

契約額（最終） 

契約額（当初） 

１６，６１０，０００円 

１６，６１０，０００円 

落 札 率 ９４．５％ 

概 要 舗装工 ２，３１８．６㎡ 

  

【２】指摘・指導事項  

特に指摘・指導する事項は、認められなかった。 

 

【３】意見・要望 

道路の維持補修・側溝整備等については、安全管理確保のため継続的な取り組みが求めら

れますので、明確な基準に基づき、毎年度の予算執行に当たられたい。 

 

 



 

５ 
 

（３）津波黒地区擁壁工事 

 

【１】工事の経緯 

篠栗北地区産業団地の開発地域に隣接する民有地において、造成により脆弱化が危惧され、

災害等により隣接地への被害が発生する恐れがあるため、当該箇所での安定化を図るための

擁壁工による改修事業であり、隣接地への安全確保のための効果が大いにあると考えます。 

  

津波黒地区擁壁工事 

請 負 業 者 （株）城戸組 

発 注 方 式 ５者指名競争入札 

契約額（最終） 

契約額（当初） 

１３，０４９，３００円 

１０，２３０，０００円 

落 札 率 ９６．７％ 

概 要 
ブロック積 ２１５．０㎡ 

側溝工    ４０．０ｍ 

  

【２】指摘・指導事項  

特に指摘・指導する事項は、認められなかった。 

 

【３】意見・要望 

今回の工事は、篠栗北地区産業団地整備事業時に、予期された箇所の工事と思われる。単

独の工事として行う場合、コストが高くなる可能性があるので、事前の打ち合わせを密に行

うよう留意されたい。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

６ 
 

（４）池の端線道路防災工事 

 

【１】工事の経緯 

当該地区の下流域に位置する地域では、過去に発生した豪雨災害による被害が発生し、本

地域の住民及び行政区から防災に関する強い要望が寄せられています。そのため、これに対

応するために、極楽池の兼用護岸となる当該区間の擁壁による整備を行い、道路の交通安全

を確保するとともに、安定した貯水を確保するための事業です。 

 

池の端線道路防災工事 

請 負 業 者 （株）城戸組 

発 注 方 式 ５者指名競争入札 

契約額（最終） 

契約額（当初） 

１１，０４２，９００円 

１０，３４０，０００円 

落 札 率 ９６．９％ 

概 要 
ブロック積 ８８．５㎡ 

防護柵工  ２０．０ｍ 

 

【２】指摘・指導事項  

特に指摘・指導する事項は、認められなかった。 

 

【３】意見・要望 

護岸においては未整備区間が残っており崩壊も進行しているので、継続事業として早期の

完成を目指されたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

７ 
 

２ 上下水道課 

 

（１）第２浄水場急速ろ過池ろ過砂取替工事 

 

【１】工事の経緯 

本工事は、第２浄水場の急速ろ過池のろ過砂取替を行う工事です。第２浄水場の水源は、

浄水場近隣にある井戸から供給されており、井戸の水は安定して濁度が低く、水質も比較的

良好です。通常、ろ過砂は５〜１０年ごとに取り替えることが一般的ですが、当施設では洗

浄等を適切に行っており、ろ過砂の取替は、２７年ぶりのことです。このことは、効率的な

運営を継続して行っていることの証だと考えます。   

 

第２浄水場急速ろ過池ろ過砂取替工事 

請 負 業 者 蔵田工業(株) 

発 注 方 式 ５者指名競争入札 

契約額（最終） 

契約額（当初） 

７，８４６，３００円 

７，８４６，３００円 

落 札 率 ８７．７％ 

概 要 

アンスラサイト取替工 Ｖ＝5.8ｍ3 

急速マンガン砂取替工 Ｖ＝11.7ｍ3 

ろ過砂利取替工 Ｖ＝8.8ｍ3 

 

【２】指摘・指導事項  

特に指摘・指導する事項は、認められなかった。 

 

【３】意見・要望 

今回のろ過砂取替工事は、通常の水供給を維持しながら断水を行うことなく完成した。工

程管理を確実に行った結果であり、高く評価できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

８ 
 

（２) 勝負谷地区電気計装設備改修工事 

 

【１】工事の経緯 

本工事は、１９９３年の設置された勝負谷中継ポンプ場及び、勝負谷配水池の電気計装設

備の改修工事です。これらの設備は、既に２９年が経過しており、耐用年数が１８年である

ことを考慮すると、重大な故障が発生した場合、修理部品の入手困難さから断水のリスクが

非常に高まります。そのため、今回の改修工事を行ったものである。 

 

勝負谷地区電気計装設備改修工事 

請 負 業 者 隔測計装（株）  

発 注 方 式 ５者指名競争入札 

契約額（最終） 

契約額（当初） 

２６，０６８，９００円 

２６，０６８，９００円 

落 札 率 ８８．５％ 

概 要 

勝負谷中継ポンプ場 

 引込開閉器盤 Ｎ＝１面 

 ポンプ制御盤 Ｎ＝１面 

 計装テレメーター盤 Ｎ＝１面 

 ポンプ計装テレメーター仮設盤 Ｎ＝１面 

勝負谷配水池 

 引込開閉器盤 Ｎ＝１面 

 計装テレメーター盤 Ｎ＝１面 

 

【２】指摘・指導事項  

特に指摘・指導する事項は、認められなかった。 

 

【３】意見・要望 

今後も引き続き、細部にわたるメンテナンスを行い、長期間の使用に努められたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

９ 
 

（３）第２浄水場３号配水ポンプ及び電動弁更新工事 

     

【１】工事の経緯 

本工事は、老朽化が進んでいる第２浄水場の配水ポンプ５基に関するものであり、令和２

年度から５か年計画で工事が進められており、今年度で３基目の更新となります。３号ポン

プは１９８６年製で、既に３６年経過していますが、通常の耐用年数が２６年であることを

考慮すると、十分に長い間使用できています。ただし、修繕部品の生産が終了しているため、

今後も安定した水道水の供給を継続するためには、適切な時期に更新を行う必要があります。 

 

第２浄水場３号配水ポンプ及び電動弁更新工事 

請 負 業 者 （株）ケイ・エスクラフト工業 

発 注 方 式 ５者指名競争入札 

契約額（最終） 

契約額（当初） 

１８，３９９，７００円 

１８，３９９，７００円 

落 札 率 ８８．６％ 

概 要 
配水ポンプ更新 Ｎ＝1基 

電動仕切弁更新 Ｎ＝1基 

 

【２】指摘・指導事項  

特に指摘・指導する事項は、認められなかった。 

 

【３】意見・要望 

機器の価格が高額であるため、今後も細部にわたるメンテナンスを行い、長期間の使用に

努められたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

１０ 
 

 (４) 北地区中継ポンプ場舗装工事 

 

【１】工事の経緯 

北地区中継ポンプ場では、敷地内が未舗装であり、非常に交通量の多い県道に接していま

す。そのため、草刈り作業時に石が飛び散る可能性があり、人や通行車両にとって非常に危

険な状態にあった。 

また、雨天時は山水等の影響もあり、ぬかるみや浸食も見受けられ、このような状況を改

善するために、舗装工事および側溝工事を行ったものである。 

 

北地区中継ポンプ場舗装工事 

請 負 業 者 東昭栄興業（株） 

発 注 方 式 ４者指名競争入札 

契約額（最終） 

契約額（当初） 

５，５７４，８００円 

５，１３７，０００円 

落 札 率 ９４．９％ 

概 要 

舗装工 

不陸整正 A＝507,1 ㎡ 

アスファルト舗装 A＝507,1 ㎡ 

側溝工  

U-300B 設置 L＝65.1ｍ 

落蓋式側溝 300 横断型 L＝9.0ｍ 

集水桝設置 N＝3基 

 

【２】指摘・指導事項  

特に指摘・指導する事項は、認められなかった。 

 

【３】意見・要望 

雑草の生育や草刈り作業は、当初から予想される事柄であるため、北地区産業団地整備時

に関係部署と綿密な打ち合わせが行われていれば、諸経費の削減ができたと考えます。今後、

同様の事例が発生する場合には、より注意を払うように留意されたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

１１ 
 

３ 学校教育課 

 

（１）勢門小学校教室分割改修工事 

 

【１】工事の経緯 

特別支援教室の不足に対応するため、１階と３階の普通教室２教室を分割し、黒板の設置

や天井の張り替え、内装工事等を行い、特別支援教室を計４教室に増設した改修工事である。 

また、パソコン教室を特別支援教室に改修することで、計５室の特別支援教室の整備を行

ったものである。 

 

勢門小学校教室分割改修工事 

請 負 業 者 (有)住処 

発 注 方 式 ６者指名競争入札 

契約額（最終） 

契約額（当初） 

１６，６７５，１４４円 

１６，３９０，０００円 

落 札 率 ９６．４％ 

概 要 

教室分割 

勢門小  普通教室２教室→特別支援教室４教室 

パソコン室１教室→特別支援教室１教室 

 

【２】指摘・指導事項  

特に指摘・指導する事項は、認められなかった。 

 

【３】意見・要望 

今回の工事には、備品等も含まれており、そのため割高な印象を受けます。今後は、建築

工事と備品工事の分離発注等も検討されたい。 

今後も特別支援学級の児童数の増加が見込まれるため、校舎の増設等の検討が必要と考え

られます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

１２ 
 

４ 社会教育課 

 

（１）カブトの森公園高圧ケーブル更新工事  

 

【１】工事の経緯 

平成１３年に開園してから２２年が経過し、施設内の照明関連だけでなく、地中（ハンド

ホール管路内）のケーブル等も耐用年数を超えている。 

経年劣化でケーブルが破損し漏電により停電が発生した場合、復旧にはかなりの時間がか

かり、事務所のＰＣ、施設照明、トイレ及び自動販売機等が使用できなくなる可能性があり

ます。 

そのため、漏電による停電が、園内及び園外に影響を与えることを考慮し、園内の各キュ

ービクルをつなぐ２本の高圧ケーブルの更新工事を行ったものである。 

 

カブトの森公園高圧ケーブル更新工事 

請 負 業 者 大洋電気㈱ 

発 注 方 式 ５者指名競争入札 

契約額（最終） 

契約額（当初） 

５，５８０，３００円 

５，５８０，３００円 

落 札 率 ９１．１％ 

概 要 
カブトの森公園内の高圧ケーブルの更新  L=981ｍ 

ハンドホール内水抜きと清掃 

 

【２】指摘・指導事項  

特に指摘・指導する事項は、認められなかった。 

 

【３】意見・要望 

特にありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

１３ 
 

５ 健康課 

 

（１）オアシス篠栗トイレ改修工事 

    

【１】工事の経緯 

オアシス篠栗のトイレについては、新型コロナウイルス感染症拡大防止対策の一環として、

館内トイレを飛沫対策対応型トイレに改修工事を行ったものである。 

改修により、大便器には蓋の自動開閉や自動洗浄機能が付いており、自動水栓や自動泡石

鹸など、非接触化が統一されています。これにより衛生面が強化され、使用方法に関する音

声案内も備えられており、弱者にも配慮されています。 

また、男女トイレにはベビーチェアやベビーベットが設置され、色合いも良く、ファミリ

ー向けに改修されたものと評価します。 

  

オアシス篠栗トイレ改修工事 

請 負 業 者 東工業（株） 

発 注 方 式 ５者指名競争入札 

契約額（最終） 

契約額（当初） 

１９，５７２，３００円 

２０，１６１，３５０円 

落 札 率 ９１．７％ 

概 要 自動蓋開閉及び自動洗浄機能付きトイレへの改修 

 

【２】指摘・指導事項  

特に指摘・指導する事項は、認められなかった。 

    

【３】意見・要望 

今回の工事は、新型コロナウイルス感染症対応地方創成臨時交付金を活用したもので、所

期の目的を達成し、また効果も上がっており「工事の有効性」に資するものと考えます。 

今後とも、オアシス篠栗利用者にとって快適な施設となるよう、衛生環境の維持及び運営

管理に取り組まれたい。 
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６ こども育成課 

 

（１）児童館自動水栓化改修工事 

 

【１】工事の経緯 

町内の各児童館において、既存の手動水栓が不特定多数の人が利用する状況であるため、

接触による感染拡大の懸念がありました。そのため、感染拡大の防止対策の一環として、新

型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用し、児童館内の手動水栓を自動水栓

に取り換え工事を行ったものである。 

 

児童館自動水栓化改修工事 

請 負 業 者 (有)藤広隆商会 

発 注 方 式 ３者指名競争入札 

契約額（最終） 

契約額（当初） 

６，０１５，９００円 

５，８６３，０００円 

落 札 率 ９７．０％ 

概 要 町内児童館の手動水栓を自動水栓に改修 

 

【２】指摘・指導事項  

特に指摘・指導する事項は、認められなかった。 

    

【３】意見・要望 

自動水栓化により、接触感染を防ぐだけでなく、自動化による水量調整が可能となり、使

用量の削減にもつながると考えられます。 

また、水栓は停電時の使用を想定し、電気式ではなく電池式とすることで電気工事が不要

となり、低価格で工事を実施できており評価する。 
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（２）児童館照明器具ＬＥＤ化工事 

 

【１】工事の経緯 

町内の各児童館では、現在水銀灯が照明器具として使用されていますが、水銀灯は、消費

電力が大きく、演色性も悪く、製品自体が高額であるというデメリットがあります。 

さらに、水銀汚染防止に向けた国際的な規制（「水銀に関する水俣条約」が、国連環境計画

の外交会議で採択・署名）により、２０２１年以降、水銀ランプの製造・輸出入が禁止され、

製品の購入が困難となり維持管理に不安が残っていたため、省電力、長寿命、演色性の良さ

を兼ね備えたＬＥＤ照明に交換したものである。 

ＬＥＤ照明は非常に明るく、水銀灯と比較して寿命は４～５倍長くなることも期待されま

す。さらに、電気料金もかなりの削減が見込まれます。 

 

児童館照明器具ＬＥＤ化工事 

請 負 業 者 アユミ電業(株)  

発 注 方 式 ４者指名競争入札 

契約額（最終） 

契約額（当初） 

１７，５１８，０５０円 

１７，５１８，０５０円 

落 札 率 ９０．０％ 

概 要 町内児童館の照明器具をＬＥＤ照明に改修 

 

【２】指摘・指導事項  

特に指摘・指導する事項は、認められなかった。 

    

【３】意見・要望 

特にありません。 
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７ 財産活用課 

  

（１）庁舎照明器具ＬＥＤ化工事 

 

【１】工事の経緯 

役場庁舎３階の議会フロアにおいて、新型コロナウイルス感染拡大防止の措置として職員

の分散勤務にも対応し、室内の環境改善の一環として照明器具をＬＥＤ化する改修工事を行

ったものであります。ＬＥＤ化することにより、電気の消費量を削減し、省エネ効果を高め

ることができます。 

また、ＬＥＤ照明は長寿命なため、交換頻度も低く、メンテナンスコストも抑えることが

できます。さらに、ＬＥＤ照明は発光効率が高く、十分な光量を提供するため、快適な環境

を維持することができます。長期的な視点から見ると、電気代を抑えコスト面でも大きなメ

リットがあります。 

    

庁舎照明器具ＬＥＤ化工事 

請 負 業 者 ㈱九電工 

発 注 方 式 ５者指名競争入札 

契約額（最終） 

契約額（当初） 

４，８４０，０００円 

４，８４０，０００円 

落 札 率 ９３．７％ 

概 要 
ＬＥＤ照明器具 ベースライト形埋込型 600×600 65 個 

非常用照明器具 ＬＥＤ埋込型 100φ 15 個 

 

【２】指摘・指導事項  

特に指摘・指導する事項は、認められなかった。 

    

【３】意見・要望 

現在、庁舎内には、まだ照明のＬＥＤ化が進んでいない箇所が存在していることが確認さ

れます。このままでは、庁舎内の環境改善や将来的な蛍光灯の製造中止に対応できないため、

計画的な改修工事を積極的に取り組まれたい。 

また、庁舎内の非常出口表示板も老朽化が進んでおり、ピクトグラムによる表示も行われ

ていません。この点についても同時に対応する必要があると考えます。 
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８ 産業観光課 

  

（１）若杉楽園キャンプ場公衆トイレ設置工事 

 

【１】工事の経緯 

昨今のキャンプブームにより、若杉楽園キャンプ場の利用者数が増加しており、既存のト

イレが老朽化して故障するなど、トイレ不足の問題が慢性化しています。このため、キャン

プ場利用者や登山者の利便性向上を図る観点から、観光協会及び若杉霊峰会の要望に基づき、

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用して建築工事が実施されたもの

である。 

 

若杉楽園キャンプ場公衆トイレ設置工事 

請 負 業 者 （有）住処 

発 注 方 式 ５者指名競争入札 

契約額（最終） 

契約額（当初） 

４４，５５０，０００円 

４４，５５０，０００円 

落 札 率 ９７．９％ 

概 要 若杉楽園キャンプ場内の公衆トイレ新設 

 

【２】指摘・指導事項  

特に指摘・指導する事項は、認められなかった。 

    

【３】意見・要望 

自動水栓化及び消毒液等の設置など、適切な感染症対策が講じられ、ファミリー層の利用

者から安全に利用できると喜びの声が届いており、今後の利用拡大が期待できます。 

また、隣接する炊事場の処理水も当該トイレの合併浄化槽にて処理されることで、周辺水

路の水質改善が図られたことも大いに評価できます。 

今後も引き続き、昼夜を問わず安心して気持ちよく利用できるよう、こまめな清掃等によ

り清潔な状態の維持に努められたい。 
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